
2021 年度大阪大学大学院工学研究科電気電子情報通信工学専攻博士前期課程一般選抜及び

外国人留学生特別選抜における出題の誤りについて（詳細） 

 

I 概要 

１．研究科、専攻名 

    工学研究科 電気電子情報通信工学専攻 

 

 ２．入試方法区分 

    博士前期課程一般選抜及び外国人留学生特別選抜 

 

 ３．試験実施年月日 

    2020 年 8 月 18 日 

 

 ４．合格発表年月日 

    2020 年 8 月 28 日 

 

 ５．誤りのあった試験科目 

    専門科目【信号処理】（選択問題） 

 

 ６．当該入試区分の募集人員 

    ＜一般選抜＞141 名 

＜外国人留学生特別選抜＞若干名 

 

 ７．当該科目の受験者数 

    ＜一般選抜＞24 名 

＜外国人留学生特別選抜＞2 名 

 

 ８．誤りのあった問題の配点 

   １０点 

 

II 誤りの内容、発見の経緯及び経過、対応 

 １．誤りの内容 

 

     



 

 

  試験科目「信号処理」の問題 1.(iv)において、線形時不変離散時間信号処理シス

テム 𝐿3 の伝達関数𝐻3(𝑧) を求めさせ、この結果を基に 𝐿3 の振幅特性および位

相特性を求めることを要求しているが、システム 𝐿3 は有界入力有界出力安定で

はないため、その周波数応答（振幅特性、位相特性）の概念は定義できず、それら

を問う問題は成立しない。 

 

 ２．発見の経緯及び経過 

 2024 年 5 月 23 日（木）に学外の方から指摘があった。同日に本研究科の教員が

指摘されたとおりの出題の誤りがあることを確認した。同年 5 月 27 日（月）に本

研究科に設置した調査委員会において、指摘のあった事項について改めて最終的

な検証を行い、その結果、出題の誤りであることを確認した。 

 

 ３．合否への影響 

    当該試験問題の受験者を全員正解としても、合否について影響はなかった。 

 

III 誤りが起こった原因 

    試験実施前、試験実施中及び試験実施後に点検を行っていたが、確認が不十分だっ

たため、今回の誤りを見落としてしまった。 

 

IV 再発防止策 

今後は下記の内容に留意した上で研究科の入試ミス防止ガイドラインを改定し、さ

らなる周知徹底を図る。 

・今回の入試ミスを受け、チェックリストを再度検証し、同様のミスが起こらないよ

うにする。 

・試験実施中及び実施後に組織だった見直しを実施する。 


